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・ 代表取締役社長 平林 一義 氏
・ 本社所在地 長野県松本市和田南西原4010-28
・ 主な事業内容 一般貨物自動車運送業
・ 従業員数 385名（男性： 348名・女性： 37名）
・ 加入健保名 長野県卸商業団地健康保険組合
 健康経営優良法人 2022 認定

みんなの便利を支える会社、原動力は従業員の健康

代表取締役社長 平林 一義 氏

Alps-Way、通称「Al-way」。
アルプスに囲まれる道を走り(alps-way)、いつも(always)、隅なく(all way)、全ての面で(all ways)、最高のサービ
スを提供し、前進するーーー。
当社は「安全は信頼を創る」の企業理念の下、大手コンビニ店舗様への商品輸送を通じて、日本経済と人々の便利な
暮らしを縁の下の力持ちとして日夜支え続けています。当社の事業が持続可能なものであるためには、それを担う当社従
業員が安全であることが必要。そう考え当社は従業員の安全と健康に資する取り組みを進めています。

株式会社アルプスウェイ

【働き手不足と高齢化】
日本における生産年齢人口の減少は不可避的な課題と
なっています。そして、当社が生業とする道路貨物運送業
は、長らく「若い男性がやる」ことを前提とした仕事スタイル
となっているため、その担い手の不足は当社の事業継続に
とっても死活的な影響を与えています。

【職場環境改善の必要性】
担い手不足の課題解決に向けて、若い世代が夢を持っ
て働ける企業風土を醸成するとともに、高齢者や女性と
いったこれまでのペルソナとは異なる人材が活躍できる職
場環境の整備を進め、会社制度の見直しも進めてきまし
た。特に現在は、非力な方でも貨物の搬送を容易に
できる車両やマテハン設備の研究・導入に積極的に取り
組んでいます。

【運送サービスはヒトが創る】
しかし、職場の機械化が進めば課題が解決するわけでは
ありません。何故なら、運送サービスは「トラックドライバー」、
即ち「ヒト」が創るものだからです。従業員が安全でなけれ
ば、お客様にご満足いただける運送サービスを実現するこ
とはできません。持続可能で上質なサービスを提供するた
めには、従業員が健康で毎日楽しく働けるようにしなけれ
ばなりません。それが健康経営優良法人に取り組む理由
です。

健康経営優良法人認定申請へのきっかけは・・・

人身にかかわる重大事故の原因となる居眠り・意識障害・
過労運転の防止に特に重点を置き、日々ドライバー全員
の睡眠時間の確認、健康診断100％受診や、要所見者
のフォローアップなど基本的な活動を徹底するとともに、脳
ドックや禁煙外来受診料の個人負担を無くす制度を構築
し、従業員の健康志向を高める取り組みをしています。
さらにアクサ生命保険様からは、当社独自の取り組みでは
カバーしきれていなかった生活習慣病予防に関するサポート
パッケージを提供いただき、より広範な施策を打てるように
なったと感じております。
これからも当社の理念である「安全は信頼を創る」を実現し、
社業を持続可能なものにしていくために、健康経営優良法
人に積極的に取り組んでいこうと考えております。
そして、社長の「自分の仕事に自信と誇りを持て」の想いは、
従業員が健康な身体と心を持つことにより実現できるものと
信じています。

当社企業理念にある「安全」とは、もちろんお客様の安全、
そしてお預かりした商品の安全を意味しますが、当社におい
ては交通安全・従業員の安全という文脈で語られることも
あります。創業以来、従業員の健康を重視する取り組みを
進めて参りましたが、長野県卸商業団地保険組合様と
アクサ生命保険様から健康経営優良法人認定を受けてみ
てはどうかと勧められたことがきっかけで、社内横断的且つ体
系的な取り組みをさらに進めた結果、健康経営優良法人
2022の認定を受けることができました。

自分の仕事に自信と誇りを・・・

当社最大の長野センター

アクサ生命保険株式会社 松本営業所
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